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本学部)と の交換研修を平成24年 度より開始 している。
平成24年 度に、ハル リム大学へ本学部学生4名 を派遣す
る交換研修を実施 して以降、派遣と受け入れを交互に実
施 している。平成29年 度は、交換研修の6年 目を迎え、
6月19日 から6月25日 の1週 間にわたりハル リム大学医
学部看護学科学生5名 を本学部に受け入れた。その概要
を下記に報告する。



















3.学 生 の 選 定
ハル リム大学の学生の選定は、ハル リム大学の担当教
員が応募学生の学力、英語力等か ら3年 生5名(女 性4
名、男性1名)を 選出 した。当初、4名 の予定であった
が5名 の推薦があり、学生課国際交流係および研修先に
学生数の増加について検討を依頼 し了承を頂いたうえで、
ハル リム大学医学部 看護学 科 との国際交流
受け入れ人数を5名 とした。
4.プ ログ ラ ム 内 容 に つ い て(表2)
プ ロ グ ラ ム内 容 は、 表2の 通 りで あ る。
1)ハ ル リム大 学 の プ レゼ ンテ ー シ ョ ン
日 時 ：平 成29年6月21日(水)10時40分 ～11時30分
場 所 ：西 棟 講 義 室A
参 加 者 ：3年 生 、4年 生 の 一 部 、 教 員
内 容 ：ハ ル リム大 学 生 が 、 ハ ル リム大 学 お よび 医 学
部 看 護 学 科 の こ と、 また 、 韓 国 にお け る看 護
師 資 格 や 専 門 看 護 師 種 類 につ い て 説 明 し、 引





日 時 ：平成29年6月20日(火)13時 ～14時30分
場 所 ：看護学部棟612演 習室









日 時 ：平成29年6月22日(木)9時 ～12時10分
場 所 ：西棟実習室A・B
内 容 ：「高齢者の地域生活を支える看護」(原 沢准



















5)精 神障がい者 リハ ビリテーション施設寸心カフェ見
学
日 時 ：平成29年6月22日(木)16時30分 ～18時







日 時 ：平成29年6月23日(金)9時 ～12時











日 時 ：平成29年6月23日(金)13時 ～16時
場 所 ：名古屋市立大学病院17階 病棟、16階 南病棟、
13階北病棟












日 時 ：平成29年6月19日(月)12時 ～13時
場 所 ：げつようび(桜 山キャンパス)







場 所 ：看護学部棟302演 習室








場 所 ：看護学部棟302演 習室
参加者 ：11名(研 修生5名 、本学部学生3名 、本学部
教員3名)






日 時 ：平成29年6月23日(金)18時 ～19時30分
場 所 ：国際交流セ ンター(山 の畑キャンパス)














































テ ーマ を 模 索 す るた め 、 ニ ー ズ マ ッチ ングを 実 施 した 。
研 究 テ ーマ が 合 致 す る もの が あ れ ば 、 共 同 研 究 チ ー ムを
結 成 す る予 定 で あ る。



























提示 したテーマの内容のプ レゼ ンテーションとなるよう
指導が必要である。プ レゼンテーションの開催日時は、








good　practiceと して評価 された。今年度より導入 され














た。オープ ンキャンパスで周知 してい くことは、学部生
間の国際交流に寄与できると思われた。
教員間の国際交流の推進ができるよう、今後 も引き続
きニーズマ ッチ ングを行い、共同研究が推進できるよう
に対応 していく。
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